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１．単元について【ねらいと用いる既習，見方・考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．児童（生徒）について【問いをもつ・自己調整の姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．指導について【問いをもつ・自己調整の姿を引き出すための手立て】 
 
 

 

 

 

 

４．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①減法の意味について理解し，
それらが用いられる場合につ
いて知っている。 

②求残や求差など，減法が用い
られる場面を式に表したり，
式を読み取ったりすることが
できる。 

③「10 が幾つ」や「10 とあと幾
つ」という数の見方などを用
いると，２位数などの減法が
できることを知っている。 

①ある場面について，減法を用い
ることができるかどうかを，数
量の関係に着目して，具体物や
図などを用いて考えている。 

②日常生活の問題を，減法を活用
して解決している。 

③「10とあと幾つ」という数の見
方を用いて，計算のしかたを考
えている。 

①減法が用いられる場面の数量関係を
具体物や図などを用いて考えようと
している。 
減法の場面を身の回りから見付け，減
法を用いて問題解決しようとしてい
る。 

②減法を用いることができるかどうか
を，数量の関係に着目して，具体物や
図などを用いて考えようとしている。 

 減法の意味を理解するとともに，10 の
まとまりに着目して繰り下がりのあ
る計算をしようとしている。 

 

主体的に学習に取り組む態度の具体 

①
問
い
を
も
つ 

やって 

みたい 

・数を知りたい。たしざん？ひきざん？ 

・考えたことをアイテムを使って説明したい。 

・たし算・ひき算問題（絵本・紙芝居・カード）を作って，友達に紹介したい。 

なんで 

なんで？ 

・今までと何がちがうの？それとも同じ？ 

・どうしてその式になるのかな？ 

・これは，たし算でいいの？ひき算でいいの？ 

②
自
ら
の
学
び
を
調
整
し
卑 

問
題
解
決
し
て
い
く 

方法の 

選択 

・ものを動かしながら話すと，よく分かるな。 

・この問題は，ブロックや絵図を使って説明したら，考えがよく伝わるな。 

・式や言葉を使って説明したら，考えを確かめられるかな。 

見方・ 

考え方 

・絵や図を用いて問題場面や数量の関係を捉え，演算決定をしたり式の表し方を考え 

たりしようとしている。 

・ものとものとを対応させて，ものの個数を比べて考えている。 

・具体物や半具体物を用いて，比べている。 

・10 といくつに着目して，表現したり考えたりしている。 

・「がったい」（ものが増える・くる）は，加法の意味である。 

・「ばいばい」（ものが減る・なくなる）は，減法の意味である。 

・「くっつけてばいばい」（つなげてとる）は，減法の意味である。 

 

５．単元計画（・は指導に生かす評価，〇は記録に残す評価） 

時 

間 
学習活動 

評価規準 

（児童の行動・ノートを基に評価する） 

知・技 
思・判 

・表 

主体的 

態度 

１ ・問題場面を式に表し，12-9 の計算のしかたをいろいろ考える。 ・① 〇①③ 
上
記
の
態
度
を
常
に 

評
価
し
て
い
く 

２ 
・一の位からひけないときは，10 のまとまりからひけばよいことが
わかる。 

〇② 〇③ 

３ 

４ 

・減々法による計算のしかたを理解し，減加法と比べる。 
・14-6 の計算のしかたをこれまでに学習してきた求め方をもとに考 
え，説明する。 

・ブロック操作を通して，減々法，減加法それぞれの計算のしかた 
を確かめる。 

・② ・①③ 

算数科学習指導案 

指導者 長谷部 真弓 

日     時  令和７年 11 月 13 日 

学          年   第１学年 27 名 

単    元    名   ひきざん 

児童は，算数の問題場面に関心をもち，数図ブロックを用いなが
ら考えを伝える学習に意欲的に取り組んできたことから，「どうし
てその式になるのか」「どうしたら自分の考えを伝えられるのか」
という問いをもつ姿が次第に増えてきた。また，「『ふえる・もらう』
はたし算になる」「『たべる・つないでばいばい』はひき算」という
ように，キーワードから，見方・考え方をオリジナルモンスターに
例えたり，解決するためのアイテム（方法）を選択したりしながら
考え，計算してきた。しかし，中には立式はできても，どうしてそ
うなったのかを説明することに苦手意識をもつ児童もいる。場面や
数量関係を捉え，身に付けたアイテムを用いて「説明できる」「伝
えられる」児童を増やしていくことが課題になる。 

領 
 

域
⍅
本 

質
⍆ 

単 
 

元 

本 
 

時 

【問いをもつ姿を引き出すために】 
同じ時間に加法と減法の両方を扱うことで，それぞれの演算の決定に至る根拠を児童から引き出し，共有す

る。 
りんごとみかんの数量関係に着目して演算決定をする場面を提示し，ブロックや絵図を用いて考えたくなる

場を設定することにより，それぞれの立式の根拠を問うことから対話を生み出し，お話やブロック操作などで考
えを説明したいという姿に繋げていく。 
 
【自らの学びを調整し，問題解決する姿を引き出すために】 
数，ブロックを用いた具体的な操作，図，言葉，式などを使い，表現方法を選びながら問題解決できるように

していく。児童の考えの共有では，「この式になるわけは，」「図で考えると…」「○○さんの考えを自分も説明で
きるよ」などといった言葉で伝える場をつくる。その際，困った時にはいつでも活用できるようにノートやお助
けゾーンを確認できるようにする。また，自分や友達や教材をつなぐ場を設定し，児童が発案したモンスター
（考えるためのアイテム）を用いて解決を図っていく。10 のまとまりに着目して計算を工夫したり，その過程
を表現したりすることのよさや楽しさを味わわせたい。 

本単元は，小学校学習指導要領算数科第１学年Ａ(２)「加法，減
法」に位置付けられている。 
本単元では，「10 とあと幾つ」という数の見方を活用し，減法の

意味を考えたり，減法が用いられる場面を式に表したり，式を読み
取ったりすることができるようにするとともに，１位数の加法及び
その逆の減法の計算ができるようにすることをねらいとしている。 
児童は，「のこりはいくつ ちがいはいくつ」の学習において，

具体的な場面を具体物を用いたり，言葉や図，式を用いたりして表
現する数学的活動を通して，減法の意味や計算の仕方の理解を深め
てきた。 
児童が新たな計算に出合ったときに，生活経験や既習の計算を活

用して求めることができるよう，次の態度や力の育成に重点を置く
こととする。 
・数の見方を工夫して問題を解決しようとする態度 
・問題解決した過程や結果を，具体物や図などを用いて表現し合
い，互いの考えを理解しようとする態度 

・協働的に問題を解決する力 

単位（まとまり）・基準や数

の性質，式や図などの表現に着

目し，数や計算の意味を理解し

たり数量関係を捉えたりして

いる。 

また，それらを用いて論理的

に考えたり，統合的・発展的に

考えたりしている。 

10のまとまりに着目し具体

物や簡単な絵図などを用いて

計算のしかたを考えている。 

どんな演算を適用すればよ

いか考え，式に表したり図な

どを用いて，その演算に決定

した理由を説明したりしてい

る。 



５ 
・文章題を読み取り，式と答えを求める。 
・繰り下がりのある減法の計算練習をする。 

・①③ 〇② 

上
記
の
態
度
を
常
に
評
価
し
て
い
く 

６ 

７ 

・絵を見て 12-5 になる問題を，いろいろな場面を想像して作る。 
・自分の作った問題を紹介したり，友達が作った問題を絵や図で表
したりする。 

 ・② 

８ 

・カードを使ってゲームを楽しみ，繰り下がりのある減法の計算練 
習をする。 

・カードを並べる活動を通して，きまりを見付けて説明する。 
〇① 〇② 

９ 

本 

時 

・問題場面をみて，どんな演算を適用すればよいか判断し，式に表 
したり答えを求めたりする。 

・半具体物，図などを用いて，その演算に決定した理由を説明する。 
・① 〇② 

10 

・繰り下がりのある減法の計算練習をする。 
・絵や図をかいて，減法適用の場面であることを読み取り，式と答 
えを考える。 

〇②③ 〇①③ 

 

６．本時の学習について 

目標：問題場面について加法，減法のどちらを用いればよいかを考え，適切な演算を用いて計算すること
ができる。（思・判・表） 

学習活動 
◇指導上の留意事項 

◆評価規準（評価方法） 

１ 問題場面を理解する。 

 ①ペンギンが８わいます。３わくるとなんわ。 

C「『くると』は， ふえるじんだ。」「しきは，８＋３。」 

 

 ②りんごが１６こ。ぞうが７こたべた。のこりは。 

C「『たべた』は，なくなーるじんだ。」「だから，16－

７。」 

T「前に出てきたモンスターが使えたね。」 

T「この問題はどうかな？」 

 

  

 

 

C「□こ，なんこかわからないよ。」 

T「もしも，□が１だったら？」 

C「１＋４＝５」 

T「本当に？」「おとなりの人と話してみよう。」 

T「もしも，□が３だったら？」 

C「３＋４＝７」「みかんは７こだ。」 

T「どうして３＋４になるの？」 

C「絵をかいてかんがえたら，すぐわかるよ。」 

C「『りんごより４こおおい』ってかいてあるからだよ。」 

T「なるほど。じつはね，みかんは 10 こでした。」 

 

 

 

 

C「えー，わかってたのか！」 

T「解決したね！おしまい！」 

◇①②の絵を順に見せ，どんな式になるかを問う。 

 

◇今までに出てきた考え方（児童の考えたオリジナル

モンスター）を基に考えている児童に対し，肯定的

評価する。 

 

 

 

◇りんごとみかんの問題を提示し，どんな式になるか

を問う。 

◇□によってみかんの数が変わることを確認する。 

 

 

 

◇みかんの数はたし算で求められることを確認する。 

 

 

◇図をかいて，りんごはみかんの数に置き換えて考え

ていることを確認する。 

 

◇みかんの数が 10 こであることを知らせる。その際，

りんごはまだ分からないことに気付かせる。 

◇問題文を整理し，りんごとみかんではどちらが多い

のか確認する。 

 

 

C「あれ？まだりんごが□だからわからないよ。」 

T「りんごとみかん，どっちがおおいの？」 

C「みかん！」「だってりんごより４こおおいってかい 

てあるもん。」 

T「式はどうなるのかな？」 

 

２ 

 

C「10＋４？」「10－４？」 

C「どっちなんだろう？図をかいて，たしかめたいな。」 

T「どっちの式か，みんなで解決しよう！」 

３ どうしてそうなるのか，伝える。 

【たし算の児童】 

C「10＋４だ」 

T「どうしてそう考えたの？」 

C「さっき，問題に出てきた数字をたしていたから， 

 今度も１０と４をたしたよ。」 

C「〇をかいてみたら，１０こと４こになったよ。」 

 

 

T「○○さんの気持ち分かる？」 

C「同じだよ。だって，出てきたのは１０こと４こだか 

ら，ならべたら全部で１４こだ。」 

C「でもこれだと，どっちがおおいかわからないよ。」 

C「この図だと，りんごが４こしかないことになる。」 

【ひき算の児童】 

C「10-４だ。」 

T「どうしてそう考えたの？」 

C「みかんより，りんごが４こおおいとかいてあるから 

 みかんとりんごをくらべて『ばいばい』になるよ。」 

C「図でかいたらわかりやすいよ。」 

 

 

 

C「みかんが１０こ，りんごより４こおおいの図だよ。」 

 

 

C「馬にのってばいばいのときと同じで，ひきざんだ。」 

C「せんでつないで考えたら，６こつなげた。」 

C「りんごの方が少ないということは，やっぱりひきざ 

んの式になるよ。」 

４ りんごは６こであることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

◇説明ができない児童には，ノートのヒントカードや

困ったときゾーンを見てアイテムを使えるように声

を掛ける。 

 

◇どうしてその式になるのかを説明させる。 

◆場面を捉え，ブロックや絵図を使って問題解決して

いる。（ノート・ホワイトボード・ブロック） 

 

◇児童がなぜそう考えたのか，全体で共有する。 

 

◇ノートに図をかかせる。わからない児童には，ヒン

トカードを用意したり，お助けゾーンを活用したり

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇図にしたことで，問題文と図が一致しないと発見で

きたことを評価する。 

◇友達の考えを理解しようとする態度や発言を評価し

たり，〇〇さんといっしょで，ちがってその考えが

いいと伝えられることのよさを共有する。 

たすのかな？ ひくのかな？ 

りんごが□こあります。 

みかんは りんごより ４こおおいです。 

みかんは・・・ 

りんごが□こあります。 

みかんは りんごより ４こおおいです。 

みかんは 10 こでした。 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●●● 

り●●●●● ４こおおい 

み〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

T「○○さんの気持ち分かる？」 

お助けゾーン【手だて】 

・式がわからない…１０＋４ と １０－４のカ

ードを用意しておき，どちらか選べるようにす

る。どうしてその式にしたのかを尋ねて，書か

せる。 

・理由が自分で書けない児童には，聞き取ったこ 

とを書いて渡す。 

・図がかけない…みかんの数を〇で表したものを

出し，続きを書き込めるようにする。すぐに書

き足したり消したりできるようにホワイトボー

ドを用意する。 

・言葉で説明できない…前時までに用いてきた文 

章を見て，そこから当てはまりそうなものを選 

ぶ。 



T「どのアイテムがつかえそうかな？」 

C「これを伝えるには，文を〇にしたら分かりやすい。」 

T「〇〇さんの気持ちがわかる？」 

C「わたしは，〇〇さんといっしょです。りんごとみか

んをならべてかくと，式がわかったよ。」 

５ 本時の学習を振り返る。 

T「今日の学習は，今までと『いっしょ』『ちがう』『に

ている』のどれかな。」 

C「馬が人にのってばいばいと同じだよ。」 

T「〇〇さんの気持ちがわかる？」 

C「わかるよ。だってモンスターは，くっつけてばいば

いじんだよ。」 

C「りんごとみかんをくらべたから，くっつけてばいば

いであってるよ。」 

 

◇ものとものを対応させたり，図で表したりすること

で，１０－４であることを確認する。たくさんの考

えの中で，自分の考えと「いっしょ」「にている」「こ

のほうがもっとわかる」を名札で表す。 

 

 

 

本時で主に引き出したい「主体的に学習に取り組む態度」（可能性があるものに☆印） 

主体的に学習に取り組む態度の具体 

①
問
い
を
も
つ 

やって 

みたい 

☆数を知りたい。たしざん？ひきざん？ 

☆考えたことをアイテムを使って説明したい。 

・たし算・ひき算問題（絵本・紙芝居・カード）を作って，友達に紹介したい。 

なんで 

なんで？ 

☆今までと何がちがうの？それとも同じ？ 

☆どうしてその式になるのかな？ 

☆これは，たし算でいいの？ひき算でいいの？ 

②
自
ら
の
学
び
を
調
整
し
卑 

問
題
解
決
し
て
い
く 

方法の 

選択 

☆ものを動かしながら話すと，よく分かるな。 

☆この問題は，ブロックや絵図を使って説明したら，考えがよく伝わるな。 

☆式や言葉を使って説明したら，考えを確かめられるかな。 

見方・ 

考え方 

☆絵や図を用いて問題場面や数量の関係を捉え，演算決定をしたり式の表し方を考え 

たりしようとしている。 

☆ものとものとを対応させて，ものの個数を比べて考えている。 

☆具体物や半具体物を用いて，比べている。 

・10 といくつに着目して，表現したり考えたりしている。 

・「がったい」（ものが増える・くる）は，加法の意味である。 

・「ばいばい」（ものが減る・なくなる）は，減法の意味である。 

☆「くっつけてばいばい」（つなげてとる）は，減法の意味である。 

 


